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Electromagnetic Analysis of Circular Taper Waveguide 
U sing Finite Element Method 
Takaomi OHNISHI， Toshikazu KUROSHIMA and Ichiro SUGIOKA 
Abstract 
The taper waveguide is useful to make short the length of matching device between different characteristic impe-
dances. The taper profile may produce the propagation mode transformation. So. it is remarkable to design the pro 
file of taper waveguide. For multi-mode analysis. the method based on transmission line model is not so applicable. 
In this paper. we discuss the technique of multi-mode analysis of circular taper waveguide using finite element 
method (FEM) first. Next. the results of analysis by the program we developed may be shown. 
As the result. using axis-symmetric triangular ring elements shows a peak of the absolute value of complex mode 
amplitude of transverse magnetic field in a taper waveguide. That mode cannot propagate through the uniform wave-
































などである。ただし， ωは入射波の角周波数 eμ は導波管内の誘電率，透磁率，“マ2" はベ
クトル Laplace演算子である。ここでは，問題を有限要素法に導入する際に，問題の近似解の自
由度を大きくするために， (2)式における磁界に関する方程式(第 2式)を採用して解析を行っ

















F (百)= ~ v 1土(マxH)*.(マ×百)-(ω2 e 010)μrH* 百fdV (6) 
ただし e r，μrは，導波管内の場の真空に対する比誘電率，比透磁率である。この(6 )式
の第 1変分2)d Fを求め，変分原理にしたがって δFをOにすると， (2)式の磁界に関する式(第
2式)と(3 )式が導出される。(3 )式は自然境界条件として(6 )式に吸収される。 (4)及
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図ー 1 円形テーパ導波管
(7) 















(10)式のように線形化すという仮定を与えて，( 9 )式に「ρ2く1J 言トすることであるから，
ることカfできる O
???
dP (jZ-2Yρ十 F(z)= 0 
一 1 dI ~ n (Zo) I 
F(z)一一一2 dz 
位置 zにおける特性インピーダンスの変化による反射の度合を示ここで， (10) 式の F(z) は，
している O
ρについて解いた解ρ(z)にを施し，(10)式に終端 (z Zout) における境界条件「ρ=0 J 
(11)式のテーパ導波管全体としての入力端における反射係数ρ(Zin)ニ ρ1IlZエ Zinを代入すると，
が得られる。
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有限要素法による円形テーパ導波管の電磁界解析





図-2 軸対称三角形リング要素 図-3 四面体要素
図-2及び図-3の各要素には節点に対応して，節点と同数の基底関数があり， Lagrange要
素は Lagrange多項式を基底関数として用いている。この基底関数により，要素の各節点におけ





(Hr) ， (H 'P)， (HzJのようになる。
この有限要素による離散化によって，導波管内の全領域 Vについて， (6)式の核となる積分
汎関数が(12)及び(13)式のような二次形式の形に離散化できる O
) v (V'X H)*. (V'X H) dVキ(H*) T印)(H)
L百*.H dV キ (H*) T (M) (H) 
(12) 
(13) 
ここで，本研究で用いている 2次 Lagrange要素である図-2及び図-3の「節点 elJに対応
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[NJ o zは， [NJの各成分を Zに関して偏微分したものを成分とするベクトルである。
6 
有限要素法による円形テーパ導波管の電磁界解析
L(マ×百)* . (吋)dV 
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各基底関数 Neiは次の (19) 及び (20)式のように 1次 Lagrange要素の基底関数の積で表
現できる。三角形リング要素の場合は，節点 e1，e3，e5に対応してそれぞれ L1，L2， L3とし，
四面体要素の場合は，節点 e1，e5， e7， e9に対応してそれぞれ L1，L2， L3， L4としている。
[N) T = [Ne1Ne2・.Ne6) 
=[L1(2L1一 1) 4 L1L2 L2 ( 2 L2-1) 4 L2L3 L3 ( 2 L3-1) 4 L1L3) (1功
7 
大西孝臣・黒島利一・杉岡一郎
[NJ T = [Ne1Ne2'・， NeloJ 
=[Lj(2L1-1) 4LIL2 4LIL3 4LIL4 L2(2L2-l) 




(19)及び (20)式の I次 Lagrange要素の基底関数 (Ll~ L3あるいは L4) は，その対応した
節点に関するシンプレックス座標(または面積・体積座標)の成分と等価であるという事実があ
るため，ベクトル [N]は各節点の大域座標系(三角形リング要素については円柱座標系 (r，ψ，
z) ，四面体要素については Descartes座標系 (x，y， z) における節点の座標)とは無関係に各
要素毎の局所座標系であるシンプレックス座標系のみで定義できる。このことによって，係数行
列[K]あるいは[M]が効率f良く計算でき，特に計算機資源が限られている場合は有効となる。
このように， (12) 及ぴ (13) 式の離散化ができれば， (6) 式の積分汎関数 Fは (21) 式の
ように離散化される。
F ~ [H *J T (士仙(u) 2 Eoぺ)μr[M] J [H] 
= [H *J T [AJ [H] 
包1)
( 6 )式を停留させる〔日〕が，求める磁界 Hの近似解であるので， Fの[HJに関する変分原理
を適用すると (22)式が得られる。





































標をそれぞれ Zbord' Z ref ，それぞれの面における磁界の横場を H(r， Zbord)' H (r， Zref)とし，
第 m番モードの磁界のモード関数を hm (干)とすると， H (下， Zbord)と百 (r，Zrel)の関係は (24)
式で示される O
H (r， Z九bo吋
二ヱ exp(-jsm I Zb(川o汀r吋d Z九rel I ) h m (干). ¥ ~， h:1 (r'ウ). H (干r'，z引rel)d D (24) 
J 0 




















































Hx1 Zxlxl Zxlyl・.Zxlxn Zxlyn 
Hyl Zylxl Zylyl'" Zylxn Zylyn 
Hxn Zxnxl Zxnyl・.Zxnxn Zxnyn 




(HxyJ bord = (ZJ (HxyJ ref 。の
一方，円柱座標系の三角形リング要素について，断面 r一θ平面と解釈する時，ベクトルの内
積に関して，
Hl・Hz=H1xHZx + H1yHZy 
= HlrHZr + H18 HZ8 
(28) 
の関係があるので， (25)式に相当する式は添え字の fXj，fYj を frj，fOj に替えたものに
なり，四面体座標の場合と同じ要領で，(27)式に相当する (29)式が得られる O
(Hr 8 J bordニ (ZJ(Hr 8 J ref 包功
ここで，入力端における入射波についても考慮に入れ， (25)式を (30)式のように書き分ける。
(HxyJ bord・in= (ZJ in (HJ ref. in + (f'J 














照而での磁界の横場は zだけ離れた境界而を基準にして，位相が exp(一 jsz)だけ進行したも
のになるはずである O しかし，参照|面の境界両への境界条件による寄与のために，参照而の磁界
の横場からさらに exp(一 jsz)だけ位十日が進んで境界面に返って来る。したがって， exp (-2jsz) 
だけ位相を進ませた磁界の横場を予め差し引けば良い。入力端から第 m番目のモードが入った
際 f'は (31) 式で示される。






















































[H"y] hn.A =-1 



























(HxvJ bord' in = (ZJ inl (HJ ref ・ 1叫+(zJ in2 (HJ ref' in2十 (rJ
(HxyJ bord・out= (ZJ outl (HJ ref. outl + (ZJ out2 (HJ rcf. out2 
1 :-







最後に， (33)式で表わされた境界条件を (22)式に適用して， (23)式に対応した代数方程式
(35)式を導出できる O
(A)・ (A)・ (A)・ (A) . (A)' (A)・ (A) . (H) othe， 
(A)・ (A)・ (A). (A)・ (A)・町 (A)・ (A) . . (Hxy)同 f.inl 
(A) . (A)' (A)・ (A)・ (A)・ (A)・ (A)' . (Hxy) ，'efー '"
( 0 ) (z)山 (z) i02 (1 ) ( 0 ) (0) ( 0 ) CHXyJ bonl' in 
(A)・ (A)・ (A)・ (A) . (A)'ー (A)' . (A) . . (HxJ ref' ut 1 
(A) ・(A)・ (A)・ (A)・ (A)・ (A)・ (A)・ (Hxy) ref' out2 








ここで， [HxyJ ref. inl， [Hxy) ref' inZは入力端側の参照面の磁界の横場を表わし， [Hxv] bord・1Il
は入力端側の境界面の磁界の横場を表わし [HxyJref' ou山 (HxyJref・out2は出力端側の参照而の
磁界の横場を (HxyJbord' oulはLU力端側の境界l副の磁界の横場を表わす。 (HJotherは， (HJ の
内の上記の成分以外を表わす。また， (AJ ・・は (22)式の (AJ の成分から変形する際に，変化






数値実験における (22)式の (AJ に相当する係数行列は実対称の数千元オーダーの大規模行
列であるが， (23)式の (A'J に相当する係数行列は複素非対称の数千元オーダーの大規模バン
ド行列になる O したがって， (23)式の行列方程式を解く際には，文献7)による 2行 2列の 2重
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TEllモードを入射して，導波管内の TEl1モード及び™llモードを計算したo 図一 13は計算結果








図 17は，図 10のモデルの EXPテーパに関して入射波の周波数を3・3GHz-4. 3GHzまで変
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Permeability of Hydrogen and Ion Emission Current 
Characteristics of Palladium N eedles 
Tsutomu TERAOKA， Hideaki NAKANE and Hiroshi ADACHI 
Abstract 
A new type of proton ion source which has a palladium needle is proposed. Pal1adium has the highest per 
meahility of hydrogen among metals. The permeability increases with temperature and the hydrogen pressure. The 
hydrogen permeated through the pal1adium needle is utilized for the raw material of the ionization 
This system is basical1y the same structure as the field ion microscopy (FIM) . The pal1adium needle， which 
is processed to be a sharp needle by means of electrolytic erosion， iswelded to a stainless tube. Hydrogen molecules 
permeated through the pal1adium needle are expected to become protons due to high electric field at the apex. 
The hydrogen permeability was measured as a function of temperature， for the hydrogen pressures of 1，5 to 
3 atm， estimated at the inlet stage of the stainless tube. The permeability has a tendency to increase with the 
temperature and was measured to be 2.0 x 10-0 Torr ・l/secat 600.C and 1.5atm. This value of the hydrogen per-
meability should be sufficient for the proposing ion source. 








































































り，加熱領域を小さくすること，また Pdを高浪に加熱することを可能にした O さらに，可能な
限りステンレスチューブと Pdの大きさを小さくすることで透過領域を小さくした O
次に高電界を得るために PdをEmitterに加工するが，その方法に電気化学的エッチングを用
いた。研磨液は硝酸と塩酸の 2 3の混合液である4)0 ac， dc電源による表面の仕上がり状態は，
凶3に示す電子顕微鏡写真から acでは粗く， dcでは結品粒界が確認できるほど滑らかであり，
先端形状も acに比べてシャープであった O したがって acにより粗く加工した後で dcによっ
て仕上げ加工を行なった。Emitterは作製条件で多少サイズが異なるが，先端半径がサブミクロン，





BAg-8 Enlarged figure of the 






After electrolytic polishing at ac 35 mA. 
0.2mm・圃園田
After electrolytic polishing at dc 40 mA. 
20μm・・
Surface of the apex of the palladium 
needle after electrolytic polishing at 
ac 35 mA. 
20μm・・
Surface of the apex of the palladium 
needle after electrolytic polishing at 














Pdの Emitterに近いところにスポットウェルドしである O イオン化のための電界は試料と引出
し電極板間に形成した O 本実験では，引出し電極板を接地して電流計を接続できるようにし，試
科側に正電位を与えた。引出し電極にはピンホールが聞いており，ピンホールを通過してプロー


































Q:侵入してくるガスの量， P 圧力， S 排気速度
この式Qには，残留ガスや器壁からでるガスなどが含まれているので，これらの分を差しヲ|いて，
純粋に Pdを透過してくる水素量 QHは次の式
QH = (Pl - PZ) X S 












水素の透過量は圧力差 Pが大きいほど大きく，透過量は pn (n :定指数であるが0.5-1.0の
間に値を持つ)に比例する7)0 300t以上の温度範囲で，導入圧力を変化させたとき， n : 0.5-
0.7程度の値で透過量を持つことが確認された。
従来から報告されている水素透過膜と同じ程度の水素透過量が Pdを針状に加工した場合でも



















































































， 0--- C 
-ー-0---- S 
・ー企刷圃圃 CI 















































実験は，水素導入管にl.5気圧の水素を送り込み，およそ24時間後に室温， 100oC， 300oC， 500oC， 
7000Cの5つの温度について印加電圧を変化させた O 水素導入管内の圧力をl.5気圧会としたのは，
絶縁管の内部に高!玉が加わるのは好ましくないためである O 水素を透過させた Emitterに電界を
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Emitter形状の Pdでは， 100~200oC の聞で /3 相から α 相への相転移が起こることが確認された。
これによりイオン源の動作温度は3000C以上である。また， 7000C以上で加熱した場合， Emitter 
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Development of Real-Time Geophysical Prospecting 
Equipment for the Frozen Ground 
* 1 . IT TrT"¥"'" * 1Kunio KAWAUCHI ¥Akira MUTO ¥Noritoshi GOTO *1 
Masazou T AKAMI牢2，ToruWAKE *2 
Abstract 
We tried to use four geophysical prospecting methods (electrical resistivity prospecting method， radar prospecting 
method， microtremore and elastic wave exploration) for measurements of frozen soils. The result of the survey was 
that we picked out the electrical resistivity prospecting method better than the other one. Electrical resistivity of 


























































ル法) ・4極法(ウェンナ法) ・エルトラン電極配置(ダイボール・ダイポール法) ・シュラン
ベルジャ法などがある O また，それぞれの方法には，水平的・平面的な比抵抗分布を調べる水平
探査法と垂直的な比抵抗変化を調べる垂直探査法がある O 本研究で最終的に用いた 2極法での水
平探査・垂直探査の調査概念図を，図-1に示す。
今回使用した測定システムは，発信器側が横浜電子研究所製 LF-810E小出力 IP送信器，受信
器側が ONOSOKKI ~梼製フィールド・アナライザ CF-200で，波形記録は RS-232C を経由して
ラップトッフ。型パーソナルコンピュータに記録した O なお，電流は， O.3Hzの交替直流を使用し
たO
C:電流電極 トー寸






























































の方法を 5m前後のごく浅層の地盤構成解明に適用した O 冬季の凍土層も 1m未満の地表付近に
出現するのでこの方法の適用を試みた。
使用した測定機器は，換振器が振動技研崎製水平動 MTDH-ICが 2台，上下動 MTDV-ICが
















調査は， 3ヵ年間主に帯広畜産大学実験圃場で行った。その調査位置r2Z1を図-5 ( 2)に示す。
また、図-5 ( 1 )には，凍結深計(・，口， 0， @)と地中温度計(企)の設置地点を示す。他に室
蘭工業大学構内(旧開発棟と旧応物棟の聞の空き地)と登別市のサト岡志別川流域の火山灰裸地
斜面でも比抵抗電気探査法を実施した8)が，ここでは省略する O
1 9乞ヲに〉戸、-19ε:} 1 N 0 ε3 
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国-5 (2) の*地点の地表から深さ 0.20~0.30mの土を採取し粒度実験 (JISA 1204) と比重
試験りISA 1202)及び含水比試験を行った。採取した土は，表-1から判断すると第 1層(表
土)の下部から第 2層(ローム)の上部に相当する。粒度来日成は，シル卜・粘土分が全体の約25%
で，砂分が全体の約75%その内の約%が細砂分 (0.42~O. 074mm)である O また，最大粒径は2.00mm，
均等係数は約 8の砂である。比重 (Gs) は， 2.608であった。なお，この土の重量(自然)含水
比は，この土を採取した1990年11月8日の状態で約64%であった O
5.3 調査地の日平均気温・積雪・日照時間・日射量
付表に1990年 11 月 16 日 ~1991年 5 月 15 日， 1991年 11月 16 日 ~1992年 5 月 15 日， 1992年11月16日





2極法による電気探査の結果を， I立1-6 ~図 -29に示す。測定測線及び測線長は図中に記号で
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(ζ三 ITl ) 
[1992/3/27) (10: 05-13 : 26)浪IJ線C06
図ー19 見掛比抵抗分布図
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[1993/1/22-23]損u線C06
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(Q n1 ) 
図-25 見掛比抵抗分布図 [1993/3/2] (1l: 15-15 : 20) 測線A06十
(ζ2 n1 ) 














図-27 見掛比抵抗分布図[1993/3/5)02: 22-15 : 10) 測線G10+






、-' (Q rn ) '-" 4 ~ 3000'・ (Q rn ) 4 
[1993/3/3) (9: 23-10 : 25)測線E04+
図-28 見掛比抵抗分布図





図 30，図-31にそれぞれ夏季1990年 8月9日と冬季1991年 1月8日のプロファイル測定の結
果を示す。 測定は，図-5 (2)の③の区間で行ったが，ここでは， 0 -10mの記録を示す。なお、





図-30 プロファイル測定の記録 (1990/8/9) 
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測定は，夏季1990年8月 9日と冬季1991年 2月初日行った。夏季は屈折法 (S波:地震計間隔
0.5m) .冬季は反射法 (SH波:地震計間隔o.25m) を行った O 夏季は，波形の記録が取れたが，
冬季は，反射波が記録できなかった O ここでは，記録波形は，省略する O
7 .考察
平成2年度の測定(1立J-6-図-8参照)によって電気探査が凍土を捕えるのに有効な方法で
あることが判明した6)7)ので，平成 3年度からは，電気探査に絞った調査研究を行った O したがっ
て，以下の考察も電気探査が他の 3方法に比べ3ヶ年間の結果をふまえたものになった。
7. 1 電気探査
7. 1. 1 垂直解析の問題点と P-a曲線のタイプ分け
結果に示した水平探査データ(見掛比抵抗値)を垂直探査データに変換し26) その結果から
垂直解析を行った。凍土層を定量的に解析するために，水平多層を仮定したリニアフィルタ法11)

























図-35 ì~IJ線NO.lの 5m地点、での解析結果(図中の単位のない数値の単位は 11m)
そこで計測されたρ-a曲線の形状が凍土層・未凍土層・融解層の垂直的な組み合わせによる
と仮定した場合，その比抵抗値を表層から ρ1，P 2， P 3とおけば， !ヌJ-36に示すようにいわゆ
るKタイプ (ρ1<ρ2>ρ3)，Qタイプ (ρ1>ρ2>ρ3)，Hタイプ (ρ1>ρ2<P3)，Aタ
イプ (ρ1>ρ2く ρ3) の4タイプに分類できる30)3]) 32)。
タイプ
K Q H A 
ρ1<ρ2>ρ3 ρ1>ρ2>ρ3 ρ1>ρ2<ρ3 ρ1<ρ2< p3 




























(H :高比抵抗、 M:中比抵抗、 L:低比抵抗)
凍土・未凍土・融解層と比抵抗構造及びタイプ分けの関係図-37
解析結果
測定・観測月 '91/ 1 '91/ 2 ， 91/12 ， 92/2a ， 92/2a ， 92/3a ， 92/3b ， 93/3a 
凍結深度(m) 0.364 0.593 0.122 0.669 0.666 0.626 0.626 0.632 0.632 
融解深度(田) 一一』ー一一 一ー一一ー一 一一一一ー一 ー一一一一 0.105 0.110 ー一一一一一
ピサ位置(m) 0.603 0.867 『一ー一一 ーー一一ー 0.658 1. 021 1. 087 1.000 0.909 
解析深度(田) 0.421 0.569 0.176 0.658 0.688 0.652 0.687 0.641 0.592 
















38の夏季の結果から，空中直接波 (a)，地中直接波 (d)，地中反射波 (rl)，地中反射波 (r2)は，
反射時間 8nsec 付近， 16nsec付近， 24nsec付近， 40-60nsecにそれぞれ認められる o 24nsec前
後の地中反射波 (r1) は，測線全体に一様に連続している。冬季の結果から，空中匝接波 (a')， 
地中直接波 (d')，地中反射波(r1')，地中反射波 (r2')は，反射時間1.6nsec付近， 10nsec付近，































(r 1 ) 
地中反射波











図 5 (2 )の③の10-8 mと18-16m地点で行った夏季，冬季の測定結果から算出した各波形
の電磁波伝播速度を表-3に，走時曲線を図-39，同-40に示す。
表-3 各波形の電磁波伝播速度
測定時期 1990年 8月 1991年 1月
測定位置 10m 18圃 平均 10m 18田 平均
地中直按波 7.8 6.4 7.1 10.7 10.9 10.8 
地中反射波(rl) 6.2 6.0 6.1 9.1 10.5 9.8 
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1990 -1991 1991 -1992 1992 -1993 
月H仔均("c)日照(hr)日射(Ly)間冨tc皿 円H 序均("c)日照(hr)日射(Lω関雪tc皿 円H円Z均 ("C日照(hr日射(Lが関富tc皿
11/16 2.6 5.5 67.0 。11/16 0.8 8. 7 225.0 。L1/16 3.5 6.8 235.0 。
11/17 4.5 8. 7 91. 0 。11/17 0.7 2.9 153.日 。L1/17 1.9 5.0 190.0 。
11/18 -0.1 2.0 41. 0 。11/H 2.1 8.4 198.0 。L1/18 1.6 6:3 221. 0 。
li/19 3.2 1.6 37.0 。111H 0.5 3.2 112.0 。11/19 -0.7 3.8 153.日 。
11/20 4.8 。1.0 。11/2C 4. 7 6.6 177.0 。11/20 3.4 1.0 105.日 。
11/21 1.8 6.8 76.0 日 11/21 2.4 8.3 208.0 。11/21 0ー.5 4.8 183.0 。
11/22 1.5 5.8 69.0 。U/22 2.0 3.4 158.0 。11/22 -0. 3 5.6 210.0 。
11/23 2.0 7.5 80.0 日 U/23 4.1 5.0 153.0 。L1/2 4. 1 1.9 110.0 日
11/24 3.0 7.6 74.0 。U/24 -0.6 4.6 167.0 。L1/24 4.1 7.0 195.0 。
11/25 3.9 2.0 34.0 日 U/25 -2.5 6.6 179.0 日 L1/25 4.2 6.4 185.0 。
11/26 4.6 。。。U/26 2.7 8.3 186.0 。11/26 -0.8 6.3 197.0 21. 0 
11/2 6.5 8.0 71. 0 。11/2 1.5 5.9 158.0 日 11/27 5ー.6 7.5 228.0 15.0 
11/2E 2.5 。14.0 。U/28 5.1 6.5 151. 0 。11/28 -4. 1 7.3 124.0 13.0 
11/29 -0.4 6.2 64.0 。~1/29 4.3 1.1 88.0 。11/29 2.4 2.4 73.0 9.0 
11/30 0.1 0.7 12.0 。1/30 3.7 。36.0 。11/30 1.3 8.1 212.0 1.0 
l2/01 6.7 。。。2/01 2.9 5.9 139.0 。12/01 -2.6 。46.0 。
l2/0 6.6 2.9 33.0 。2/0 日.8 5.8 158.0 。121百2 1.6 6.9 200.0 。
l2/0 2.3 4.9 45.0 。2/0 。0.4 76.0 。12/03 0.5 7.4 210.0 。
l2I04 2.4 8.3 71. 0 。2/04 1.0 7.9 174.0 。12/04 -2.5 7.3 198.0 。
l2/05 3.3 8.4 71. 0 。2/05 0.2 7.9 162.0 。12/05 同3.9 6.5 191. 0 。
l2/06 2.7 8.0 66.0 。2/06 -0.3 5.0 139.0 。12/06 -5.6 4.8 153.0 。
~2/O7 5.6 3.5 31. 0 。2/07 1.0 6.4 165.0 。12/0 -1.2 0.3 79.0 。
l2/08 3.7 7.2 57.0 。2/08 4.2 3.1 110.0 。12/0B 3.1 。43.0 。
l2I09 2.5 7.3 60.0 。2/09 7ー.0 7.6 162.0 。12/09 4.2 5.1 158.0 。
l2/10 0.2 。。 B 2/10 -5.3 7.7 158.0 。12/10 1.2 。34. 0 日
l2/11 -3.0 6.0 66.0 5.0 2/11 -6.0 0.2 69.0 。12/11 2.1 0.7 74.0 10.0 
l2I12 -2.3 5.4 62.0 3.0 2/12 -6.9 6.3 146.0 10.0 12/12 2ー.1 7.2 176.0 2.0 
2/13 -2.7 8.3 69.0 。2/1 -10.1 8.0 167.0 10.0 12/13 1.7 7.2 195.0 2.0 
2/14 -3.5 2.7 28.0 。2/14 -10.7 7.9 162.0 10.0 12/14 1ー.9 4.1 169.0 21. 0 
2/15 司2.4 6.7 50.0 。2/15 -8.5 7.7 158.0 10.0 12/1 -9.3 5.0 169.0 18.0 
2/16 -5.1 7.3 65.0 。2/16 -6.8 1.9 100.0 10.0 ~21H -10.1 4.3 183.0 16.0 
2/17 -5.3 7.9 65.0 。2/17 0.3 1.1 117.0 。l2/17 一10.7 7.8 214.0 15.0 
2/18 -5.1 3.2 28.0 。2/H 1.1 4.9 129.0 。~2/18 1ー1.9 6.4 191. 0 15.0 
2/19 -4.1 8.2 68.0 。2/1 3ー.5 5.3 155.0 。l2/19 -7.9 6.0 205.0 14.0 
2/20 -5.1 7.8 68.0 。2/2C 2ー.9 7.7 162.0 。l2I20 -4.6 。39.0 14.0 
2/21 -2.8 。5.0 。2/21 1ー.7 7.6 158.0 。l2I21 -8.1 4.9 170.0 22.0 
2/22 1.6 。11. 0 5.0 2/22 -2.7 8.0 162.0 。~2/2 同5.3 。44.0 23.0 
2/23 1.9 4.0 52.0 。2/23 -4.4 。65.0 。2/2 同6.0 6.9 208.0 33.0 
2/24 -1. 5 6.3 55.0 。2/24 1.4 3.1 98.0 。2/24 -5.5 4.3 157.0 28.0 
2/25 -1. 3 7.1 59.0 。2/25 -4. 5 7.7 158.0 。2/25 3.7 7.9 199.0 26.0 
2/26 1ー.4 2.6 26.0 。2/26 -8.1 7.8 158.0 。2/26 7ー.3 8.。202.0 26.0 
2/2 -0.2 。11.0 24. 0 2/27 -6.7 7.7 151. 0 。2/27 -8.0 7.5 195.0 24.0 
2/2E -3.7 6.4 70.0 20.0 2/28 -4.3 。38.0 。2/28 -7.5 8.0 214.0 24.0 
2/29 -12.3 8.2 79.0 20.0 2/29 -0.8 。91. 0 45.0 2/29 13.1 0.8 148.0 22.0 
2/30 -6.3 8.0 76.0 16.0 2/30 7.6 4.5 158.0 38.0 2/30 -13.4 7.3 217.0 22.0 
2/31 -8.4 7.6 63.0 16.0 2/31 6.1 8.0 186.0 38.0 2/31 -8.3 7.4 196.0 22.0 
1/01 -6.7 1.7 42.0 16.日 日1/01 16.0 5.8 162.0 33.0 日1/01 -7.8 7.9 205.0 21. 0 
1/02 0.7 。15.0 17.0 日1/02 守17.4 7.2 167.0 32.0 日1/02 1ー2.1 2.0 156.0 21. 0 
1/02 -4.6 6.0 58.0 11.0 日110 -15.8 7.1 165.0 31. 0 日1/02 -6.2 2.9 122.0 21. 0 
1/04 -4.9 6.1 68.0 11. 0 日1/04 12.9 6.2 160.0 30.0 日1/04 -7.0 7.8 198.0 21. 0 
1/05 -10.4 8.4 85.0 11. 0 日1/05 -8.8 6.6 172.0 28.0 01/O~ -9.1 3.8 160.0 21. 0 
1日61 -11. 2 8.3 81. 0 10.0 日1/06 -9.7 3.7 143.0 25.0 日1/0E 1ー0.1 8.0 210.0 21. 0 
1/07 -4.0 7.1 70.0 10.0 日1/071 -13.3 。115.0 25.0 日1/日7 -8.1 5.3 196.0 21. 0 
日1/08 0.6 5.2 63.0 10.0 日1/0f 司3.8 7.1 179.0 27.0 日1/08 -3.3 4.9 167.0 21. 0 
日1/09 -2.6 5.2 61. 0 9.0 日1/0 -13.3 1.7 127.0 25.0 日1/09 -5.6 6.0 201. 0 21. 0 
01/10 1.2 8.2 72.0 9.0 01/10 -8.8 7.9 179.0 24.0 日1/10 6.7 。111.0 22.0 
日1/1 0.3 6.7 74.0 9.0 日1/11 -7.3 7.9 184.0 24.0 01/1 1 -12.9 7.9 231. 0 22.0 
日1/1 1.2 0.3 40.0 9.0 日1/121 -11.1 3.6 131. 0 23.0 目1/12 -14.1 7.8 236.0 22.0 




1/14 0.2 o. 1 37.0 10.0 J1/14 -8.0 。112.0 28.0 1/14 一14.0 4.3 184.0 22.0 
1/15 1ー.1 1.8 44.0 10.0 J1/15 15.4 7.1 184.0 28.0 1/15 -17.1 5.6 184.0 22.0 
1/16 -3.1 5.3 66.0 15.0 J1/16 1ー0.8 8.0 184.0 28.0 1/16 -15.4 0.9 365.0 22.0 
1/17 7ー.2 3.5 56.0 15.0 )1/17 -5.2 。53.0 28.0 1/17 -2.9 。77.0 32.0 
1/18 0.5 。1.0 93. 0 )1/18 0.4 3.7 158.0 52.0 1/18 1ー.2 。94.0 37.0 
1/19 -10.9 8. 6 96.0 93.0 J1/19 -6.0 2.0 167.0 47.0 1/19 -0. 6 。46.0 38.0 
1/20 7.1 7.0 77.0 90.0 J1/20 -12.4 8.2 203. 0 47.0 1/20 9.7 4.0 208.0 63.0 
1/21 -5. 1 8.2 84.0 90.0 J1/21 白8.4 7.9 203.0 47.0 1/21 -9.2 7.7 261. 0 62.0 
1/2 11.3 8.4 96.0 83.0 )1/2 -3.6 3.2 186.0 47.0 1/2 -15.2 6.5 256.0 60.0 
1/23 -17.1 8. 5 101. 0 82.0 )1/23 -11. 2 8.0 194.0 46.0 1/23 一16.8 8.2 252.0 60.0 
1/24 命9.3 6.8 81. 0 82.0 J1/24 一13.9 7. 1 215.0 46.0 1/24 -6‘3 。161. 0 57.0 
1/25 -5.4 。14.0 80.0 J1/25 -16.5 8.0 213.0 46.0 1/25 2.9 。106.0 56.0 
1/26 1.7 1.0 44.0 90.0 )1/26 -12.0 8.0 213.0 45.0 1/26 2.8 1.4 177.0 57.0 
1/27 -3.3 5.2 79.0 92.0 G1/27 一10.4 1.3 119.0 45.0 1/27 -0.4 。58.0 64.0 
1/28 -8.0 8. 7 102.0 78.0 G1/28 -4.2 8.2 229.0 40.0 1/28 1.5 。58.0 58.0 
1/29 一7.0 8. 1 98.0 76.0 01/29 6.0 8.4 229.0 38.0 日1/29 2. 7 5.1 258.0 55.0 
日1/30 -13. 1 8.7 108.0 76.0 G1/30 匂 13.1 8.5 227.0 36.0 01/30 -0. 3 8.5 279.0 48.0 
日1/31 13. 1 8.1 102.0 74.0 G1/31 11. 8 8.2 182.0 37.0 日1/31 一1.4 7.6 256.0 46.0 
02/01 11. 4 6.9 86.0 73.0 a2/01 6.2 。112.0 50.0 02/01 -6.4 。143. 0 46.0 
日2/02 -9.1 3圃4 84.0 70.0 02/02 9.9 8.6 251. 0 47.0 02/02 -4. 7 6.9 308.0 48.0 
日2/03 -9.0 8.5 108.0 70.0 日2/03 9.5 2.4 136.0 45.日 02/03 -5. 7 6.8 288.0 48.0 
02/04 ゆ7.1 6.8 102.0 69.0 02/04 6.7 4.8 217.0 40.0 日2/04 -3.6 6.0 263.0 47.0 
02/05 -9.4 7.8 101. 0 68.0 a2/05 一17.8 8.5 239.0 38.0 日2/05 -8.1 7.3 303. 0 46.0 
日2/06 10.4 5. 1 88.0 68.0 日2/06 1ー4.7 8.0 237.0 36.0 日2/06 -0.7 0.9 139.0 46.0 
日2/07 吟11.5 7.9 114.0 66.0 02/07 5.8 2. 7 141. 0 38.0 日2/07 -3. 7 。63.0 46圃O
02/08 1ー0.9 4.8 87.0 66.0 a2/0~ -6.5 7.7 253.0 38.0 日2/0E -6.8 3.9 181. 0 53.0 I 
日2/09 11. 5 9.1 118.0 65.0 02/09 13.0 9.日 272.0 38.0 日2/09 ヤ13.9 8. 6 336.0 54.0 
02/10 1ー0.0 6.9 104.0 65.0 日2/10 9.9 3.4 170.0 38.0 日2/1U 一7.1 8.7 344.0 54.0 
日2/11 -2. 7 1.0 57.0 65.0 日2/11 →6.8 8.3 268.0 39.0 日2/11 -4.9 6. 7 312.0 53.0 
日2/12 -8.1 8. 5 122.0 65.0 日2/12 -9.4 7.1 253.0 39.0 日2/12 -3.6 6. 1 296.0 52.0 
p2/13 5.9 8.3 107.0 65.0 日2/13 -7.5 7.6 263.0 38.0 陛/13 -8.6 7.5 301. 0 51. 0 
日2/14 5ー.1 9.0 117.0 61. 0 日2/14 11.2 9. 1 27. 0 38.0 日2/1 7.7 6.7 319.0 50.0 
02/15 -8.2 1.7 78.0 61. 0 日2/15 7.6 8.4 272.0 38.0 目2/15 -6.2 3.8 248.0 50.0 
日2/16 1ー.7 。 。88.0 日2/16 。2.4 162.0 39.0 02/16 5. 1 8.9 348.0 52.0 
p2/17 -3.6 0.1 84.0 78.0 02/17 3.9 9.1 287.0 34.0 日2/17 10. 1 。167.0 54.0 
日2m 11. 4 9.4 132.0 79.0 日2/18 6.3 8.3 282.0 33.0 日2/18 -5.8 1.3 231. 0 58.0 
P2/19 18.7 7.9 135.0 78.日 日2/19 5.8 8.0 287.0 39.0 02/19 -5.8 5.2 286.0 62.0 
P2/20 18.8 9.6 142.0 75.0 日2/20 12.2 9.0 315.0 36.0 P2/20 -6.8 8.8 422.0 62.0 
P2/21 -11.5 。3.0 7.0 02/21 一12.9 9.2 301. 0 36.0 日2/21 -8.7 7. 1 374.0 60.0 
日2/22 7ー.3 8.2 115.0 85.0 日2/22 11.2 8.6 313.0 35.0 02/22 4ー.2 0.4 150.0 58.0 
P2/23 -7.3 。31. 0 80.0 日2/23 -4. 6 8.5 327.0 34.0 02m -3.9 。201. 0 63.0 
日2/24 -8.1 6.7 128.0 80.0 日2/24 一4.3 4.0 241. 0 33.0 02/24 -5.5 5.0 334.0 62.0 
P2/25 13. 9 9.4 146.0 78.0 02/25 -5.0 8.3 303.0 32.0 日2/25 -5.6 9.5 414.0 58.0 
P2/26 10.3 9.5 148.0 77.0 02/26 2. 9 9.5 337.0 32.0 02/26 -7. 1 8.9 421. 0 56.0 
02/27 -6.5 9.2 141. 0 76.0 02/27 5.5 2. 9 337.0 32.0 02/27 -6. 1 6.7 372.0 56.0 
02/28 2. 3 。55.0 75.0 2/28 8.3 8. 5 327.0 31. 0 02/28 -3.4 0.2 246.0 55.0 
日2/29 -2.2 8.0 289.0 31. 0 
3/01 山3.0 9.9 181. 0 76.0 3/01 -0.9 8.9 344.0 27.0 3/01 o. 1 2. 9 255.0 67.0 
3/02 -9. 1 9.8 144.0 73.0 3/02 2.5 9.1 358.0 25.0 3/02 1.5 7.2 362.0 60.0 
3/03 -6.5 8.7 140.0 72.0 3/03 4.1 9.8 368.0 25.0 3/03 3.5 5.3 348.0 57.0 
3/04 日1.4 10.1 152.0 70.0 3/04 自3.3 9.7 368.0 25.0 3/04 -3.9 9.5 459.0 56.0 
3/05 3.6 10.3 146.0 67.0 日3/05 5.0 3.1 277.0 24.0 3/05 一5.2 3.0 303.0 55.0 
3/06 -1.7 5.5 114.0 64.0 3/06 4.9 。151. 0 30.0 3/06 0.5 9.0 429.0 60.0 
3/07 -0.9 10.1 147.0 65.0 03/07 -5.8 10.0 404.0 33.0 3/07 町1.1 6.6 414.0 55.0 
日3/08 3.8 9.9 152.0 63.0 03/0E 5.6 8.7 363.0 36.0 日3/08 -3.6 10.6 492.日 50.0 
03/09 4.9 。33. 0 65.0 03/09 3.2 5.0 301. 0 33.0 日3/09 7. 1 10.6 506.0 52.0 
03/10 同4.8 9.6 141. 0 65.0 03/10 -4.3 3.9 265.0 30.0 日3/10 5.5 6.9 414.0 51. 0 
日3/11 -5.0 10.3 161. 0 74.0 日3/11 1.8 8.2 337.0 28.0 03/11 -0. 3 3.7 329.0 51. 0 
日3/12 -4.6 8. 9 154.0 65.0 日3/12 1.1 9.2 37. 0 24.0 03/12 -0.4 10.2 480.0 50.0 
日3/13 -3.5 8.8 154.0 65.0 03/l3 一1.4 6.5 339.0 19.0 03/13 一1.0 9.5 471. 0 50.0 
03/14 5ー.7 10.1 167.0 65.0 日3/1 1.7 8. 1 370.0 18.0 日3/1 3ー.2 10.4 506.0 49.0 




3/16 -5.2 0.1 102.0 65.0 日3/16 。7.7 368.0 5.0 日3/16 -2.4 6.6 429.0 49.0 
3/17 -1. 4 6.0 139.0 65.0 日3/17 1ー.7 10.8 435.0 。日3/17 1.1 4.0 398.0 51. 0 
3/18 0.9 10.9 178.0 64.0 日3m -3.5 2.1 213.0 。日3m -1.6 10.3 533.0 47.0 
3/19 1.8 8.6 155.0 59.0 日3/1 -2.3 7.1 370.0 。03/19 1ー.9 10.8 542.0 46.0 
3/20 4.5 5.9 124.0 52.0 日3/2U 1ー.4 7.3 366.0 1.0 日3/20 -5.0 10.7 547.0 45.0 
3/21 1ー.7 11. 0 173.0 53.0 03/21 1ー.3 0.6 270.0 。堕121 2.9 10圃5 544.0 38.0 
3/22 1ー.8 10.8 177.0 40.0 日3/2 -3.3 9.2 377.0 。日3/2 2.6 7.6 443.0 31. 0 
3/23 -1.2 0.7 61. 0 33.0 03/23 0ー.4 9.9 435.0 。03/2 2.1 10.0 516.0 23.0 
3/24 5.0 10.9 173.0 32.0 03/24 -4.3 9.9 423.0 。03/24 3.4 9.8 450.0 18.0 
3/25 2.0 11.1 172.0 25.0 03/25 -0.8 。96.0 。03/2 3.3 6.5 421. 0 10.0 
3/26 -0.4 10.9 176.0 25.0 03/26 4.0 11. 0 468.0 5.0 03/26 2.2 9.8 485.0 。
3/27 -2.5 0.3 79.0 23.0 03/27 5.4 10.3 437.0 。日3/27 0.8 3.9 369.0 。
3/28 1ー.1 。93.0 28.0 03/2E 5.8 10.9 440.0 。03/2E 3ー.7 8.4 495.0 。
3/29 0.3 6.3 151. 0 26.0 日3/29 3.7 9.2 425.0 。日3/2 5ー.3 6.1 441. 0 。
3/30 1.8 。56.0 23.0 03/30 3.9 。91. 0 。日3/3U -0.9 10.1 547.0 。
3/31 3.0 9.5 163.0 14.0 03/31 6.5 8.2 380.0 。日3/31 3.4 2.6 286.0 。
4/01 1.3 8.2 148.0 13.日 04/01 4.9 4.2 296.0 。日4/01 1.7 0.5 86.0 。
4/02 0.3 11. 6 189.0 13.0 日4/02 5.5 2.5 167.0 。日4/02 4.8 。93.0 。
日4/1日3 2.7 9.4 161. 0 9.0 日空1(]3 9.5 11. 0 468.0 。凶103 2.7 2.5 296.0 。
4/04 5.9 11.2 172.0 5.0 日4/04 9.0 9.6 435.0 。日4/04 3.5 2.9 346.0 。
日4/05 1.3 0.3 32.0 3.0 04/05 7.4 5.7 335.0 。04/05 3.0 8.7 483.0 。
04/06 2.5 0.8 49.0 2.0 日4/06 4.6 1.2 163.0 。日4/0E 2.3 9.9 570.0 。
日4/07 3.5 2.3 100.0 。日4/0 1.2 10.9 514.0 。日4/07 3.9 7.4 343.0 。
日4/08 2.8 。38.0 。日4/08 1.9 10.1 466.0 。04/0f 1.4 0.2 105.0 。
04/0 5.1 2.9 104.0 。日4/09 5.9 8.5 344.0 。04/0 2.1 4.7 324.0 。
日4/10 5.1 7.6 164.0 。日4/10 5.1 6.4 337.0 。日4/H 1.4 1.6 284.0 。
日4/11 8.5 8.0 133.0 。日4/11 0.7 。134.0 。日4/11 1.6 8.6 561. 0 。
日4/12 7.5 12.2 193.0 。日4/12 0.8 。222.0 。04/12 1.1 7.2 502.0 。
日4/13 4.8 。21. 0 。日4/1 2.6 3.3 308.0 。日4/1 4.5 10.2 575.0 。
日4/14 8.2 8.4 154.0 。日4/14 2.4 2.1 229.0 。P4/14 6.4 9.2 537.0 。
日4/15 8.2 9.7 172.0 。日4/15 2.9 1.1 284.0 。04/1 7.3 9.8 497.0 日
日4/16 8.6 1.日 182.0 。日4/16 0.7 。84.0 。日4/16 8.3 11. 8 620.0 。
日4/17 10.1 11. 5 188.0 。日4/17 3.9 7.8 471.日 22.0 04/17 7.0 11.9 618.0 。
日4/18 5.6 0.1 17.0 。日4/18 4.1 1.1 146.日 。日4/18 3.3 5.8 443.0 日
日4/19 7.7 12.6 217.0 日 04/19 7.0 4.3 287.0 。04/19 3.1 10.0 578.0 。
日4/20 3.5 2.5 60.0 日 日4/20 6.9 9.2 452.0 。日4/20 3.8 11.7 632.0 。
04/21 4. 7 6.6 152.0 。04/21 7.9 7.7 416.0 。日4/21 3.2 11.8 620.0 。
日4/22 4.5 10.6 191. 0 。日4/22 4. 7 日 65.0 。目4/22 5.7 3.4 369.0 。
日4/23 5.9 9.8 183.0 。4/23 5.4 5.2 363.0 。日4/2 6.9 0.4 172.0 日
日4/24 10.1 11. 8 194.0 。4/24 9.0 10.2 499.0 。04/24 6.4 2.5 207.0 。
04/25 4.9 4.3 79.0 。4/25 8.1 8.7 490.0 。日4/25 3.2 5.1 438.0 。
日4/26 8.9 。88.0 日 4/26 8.8 6.1 368.0 。日4/26 8.4 12.3 694.0 日
日4/2 10.9 11.1 205.0 。4/27 11.日 11.1 571. 0 。日4/2 8.7 4.4 358.0 。
日4/2E 9.3 8.2 169.0 。4/28 8.8 10.2 511. 0 。日4/28 7.9 11.3 687.0 。
日4/29 10.1 0.1 52.0 。4/29 9.2 6.7 401. 0 。日4/29 6.8 11.6 692.0 。
04/30 9.0 3.8 106.0 。4/30 8.1 12.6 602.0 。日4/30 3.5 0.4 298.0 。
日5/01 9.2 3.6 315.日 。5/01 6.0 3.7 429.0 。日5/01 6.0 7.5 248.0 。
日5/02 6.3 10.2 395.0 。5/0 8.4 6.2 474.0 。05/02 6.8 7.5 502.0 。
日5/03 3.9 5.0 305.0 。5/0 7.3 3.0 36.日 。日5/03 3.1 。95.0 。
P5/0 5.2 。30.0 。5/04 6.5 3.6 431. 0 。日5/04 5.6 4.6 436.0 。
日5/0 11.1 。75.0 。日5/05 5.9 1.9 248.0 。05/05 8.6 11.1 594.0 。
05/06 17.2 12.2 445.0 。日5/06 6.6 6.3 547.0 。日5/06 9.9 7.4 530.0 。
P5/07 15.2 9.3 380.0 。日5/07 7.5 8.8 582.0 。05/07 12.5 10.3 649.0 。
5/08 10.6 。95.0 。日5/0a 6.3 。59.0 。日5/0E 9.6 11. 4 684.0 。
51日目 13.8 11. 5 450.0 。日5刈E 13.0 12.4 721. 0 。05/09 6.1 。157.0 。
5/10 14.8 8.5 340.0 。日5/1U 12.4 10.1 658.0 。05/10 8.1 。121. 0 。
5/11 14.3 2.0 220.0 。日5/1 12.1 13.0 747.0 。日5/1 14.5 9.5 673.0 日
5/1 13.5 8.2 385.0 。日5/1 10.5 11.2 710.0 。日5/1 16.2 9.5 597.0 。
5/1 14.9 8.5 335.0 。日5/1 8.4 4.4 464.0 。日5/1 15.5 6.1 554.0 U 
5/14 13.0 。。。日5/14 7.7 。76.0 。日5/14 10.2 7.2 547.0 。





93/31/3 21 O.lm 0.2m 0.3m 0.4m 0.5m 93/91/5 220.1m0.2m0.3町 0.4m 0.5m 
13:30 3.8 -5.0 -4.2 2.6 -1.4 o -9.7 】 8.3 -5.8 司3.4
40 3.7 -4.6 -3.8 -2.2 -1.2 10:00 -9.6 -8.3 -5.8 -3.3 
50 3.6 -4.5 -3.7 -2.2 -1.1 10 -9.1 -8.2 -5.9 -3.4 
I 14:00 日 3.9 -4.8 -4. 1 -2.7 -1.4 20 -8.9 -8.2 -5.8 -3.4 
10 3.8 -4.8 -4.2 -2.6 -1.4 30 -8.7-8.1-5 .8-3.4 
20 3.9 叩4.9 -4.3 -2.7 -1.5 40 -8.9 -8.2 -5.9 -3.6 
-4.0 -4.8 -4.3 -2.7 -1.5 50 -8.5 -8.1 5.9 -3.6 
40 4ー.0 -4.2 -3.6 -2.2 -1.1 11: 00 -8.3 -8.1 -5.9 -3.6 
50 -4.2 -4.4 -3.8 叩2.4 -1.3 10 -8.2 8.1 6.0 -3.6 
15: 00 -4.3 -4.5 -3.9 【 2.5 -1.4 20 -7.9 -8.0 -6.0 -3.7 
10 -4.3 -4.5 -4.0 -2.6 -1.4 30 -7.6 -8.0 -6.0 -3.7 
20 自4.4 -4.5 -3.9 -2.5 -1.4 4日 -7.4 -7.9 -6.1 吋 3.8
30 -4.5 -4.4叩3.9 2.5 -1.3 50 -1.4 -7.9 -6.1 3.8 
40 -4.6 -4.5 -3.9 2ー.6 -1.4 12:目。 -7.2 -7.8 -6.1 -3.9 
50 4ー.1 -4.5 -3.9 -2.6 ←1.4 
16:00 -4.8 -4.7 -4.1 ←2.7 -1.5 13: 10 -6.3 7.6 -6.2 -4.0 -2.1 
10 4.9 -4.8 -4.2 2.8 -1.5 20 -6.3 -7.6 -6.3 -4.1 -2.2 
20 5.1 -5.0 -4.3 3.0 -1.6 30 -6.2 -7.4 -6.2 -4.1 -2.2 
40 -6.2 7ー.3 -6.2 -4.1 -2.1 
93/11/2 230.1m0.2m0.3m0.4m0.5m 50 -6.2 -7.3 -6.2 -4.2 -2.2 
11:20 -10.2 ャ 10.6 -8.1 -5.2 -2.7 14:00 -6.2 -7.2 苧 6.1 -4.1 -2.1 
30 -10.1 -10.6 -8.2 -5.3 司2.8 10 -6.2 m7.16.24.2-2.2| 
40 -10.1 -10.5 -8.2 -5.3 -2.8 20 -6.1 7ー.0 -6.0 -4.1 -2.1 
50 -9.9 -10.5 -8.2 -5.4 -2.9 30 6ー.2 也 1.0 -6.1 -4.2 也 2.2
12:010  9.1 -10.4 -8.2 -5.4 -2.9 40 5.9 6.5 -5.1 -3.8 -1.8 -9.4 -10.3 -8.2 -5.4 -2.9 50 -6.2 6.8 -6.0 -4.2 -2.2 
15:00 -6.2 -6.8 6.0 -4.1 -2.1 
93/13/0 2 O.lm 0.2m 0.3m 0.4m 0.5m 10 -6.2 -6.8 -6.0 -4.2 -2.2 
11:04 0.1 -0.9 -1.3 1.5 -1.3 20 6.2 6.8 -6.0 -4.2 -2.2 
20 0.2 -1.0 -1.4 一1.5 -1.4 30 -6.2 自6.8 -6.0 -4.2 叩2.2
30 0.2 -1.5 -1.8 1.9 -1.6 40 -6.3 -6.8 】 6.0 -4.3 司2.4
40 0.3 -1.5 -1.8 1.9 -1.6 50 -6.4 日 6.8 -6.0 -4.3 -2.3 
50 0.4 -1.5 -1.1 -1.8 -1.5 56 -6.5 -6.7 司6.0 -4.3 -2.3 
12:00 0.4 -1.5 -1.7 -1.8 司1.5 16:27 -6.8 日 6.5 -5.8 -4.1 -2.2 
10 0.5 -1.4 -1.1 1.8 -1. 5 51 7ー.2 -6.6 -5.8 -4.2 -2.2 
20 0.5 -1.6 -1.7 ー1.8 -1.5 
30 0.5 -1.4 -1.7 -1.8 -1.5 93/93:/23 4 O.lm 0.2m 0.3m 0.4m 0.5聞40 0.5 叩1.2 -1.6 -1.6 -1.4 -0.9 -0.8 -1.0 -1.0 -0.8 
50 0.5 -1.2 -1.6 -1.6 -1.4 34 -0.9 -0.9 司1.0 -1.0 -0.9 
13:00 0.5 -1.2 -1.5 -1.6 -1.4 44 -0.8 -0.8 -1.0 守 0.9 -0.8 
10 0.5 -1.1 ー1.5 -1.5 -1.3 54 -0.8 -0.1 -0.9 -0.9 -0.8 
20 0.5 -0.9 -1.4 -1.4 -1.2 10:04 -0.8 -0.8 -1.0 -1.0 一日.8
30 0.5 -0.8 -1.2 ー1.3 -1.1 14 -0.8 -0.8 -1.0 -0.9 -0.8 
40 0.5 -0.8 -1.2 ー1.3 -1.1 24 -0.7 -0.8 -0.9 -0.9 -0.8 
50 0.5 -0.8 -1.2 一1.4 -1.2 34 -0.6 -0.8 -0.9 -0.9 -0.8 
14:00 0.4 -0.9 -1.3 -1.4 -1.2 39 -0.6 ←0.8 -1.0 -1.0 -0.8 
10 0.4 -1.1 -1.4 -1.5 -1.2 
20 0.2 -1.2 -1.5 -1.5 -1.3 15:19 -0.4 -0.9 自1.1 -1.1 -1.0 
30 0.0 -1.2 1.5 1.6 -1.3 29 -0.5 -1.0 -1.2 -1.1 -1.0 
40 0.0 -1.2 一1.5 一1.6 -1.3 39 -0.5 1.2 -1.3 -1.3 -1.2 
50 0ー.1 1.2 -1.5 -1.6 -1.3 49 -0.5 -1.2 -1.3 -1.4 -1.2 
15:00 -0.1 一1.2 -1.5 -1.6 -1.3 16:00 -0.4 -0.1 -0.9 -0.9 -0.8 
10 -0.2 -1.2 -1.5 -1.5 -1.3 53 -0.8 -1.9 -1.7 -1.7 -1.5 
20 -0.2 -1.日一1.4 -1.4 -1.2 11:53 -0.9 1ー.9 -1.6 -1.6 -1.5 
30 一日.3 -1.1 -1. 4 1.5 -1.3 18:53 -0.9 -1.8 -1.6 叩1.6 -1.5 
93/03/0 5 O.lm 0.2m 0.3m 0.4皿 0.5m 11:54 -0.8 -1.5 -1.3 -1.1 -0.9 
10:04 -1.3 -1.0 -0.9 -0.6 -0.5 16:04 -0.5 -1. 0 -1. 2 -1. 0 -0.8 
11: 04 -0.8 -1.1 -1.4 -1.2 -1.0 ' 17:04 -1. 0 ー2.2 -1.9 -1.7 -1.4 
ただし、表中の備は、
【凍結深度】




凍i!円}91/1//  11 92/2/   ノ26 2121 599 3 。 73/ 1 597 O 2/29 
3/26 
12/13 122 O 3/21 6115 0 
凍詰門誌子号 No.l NO.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No. 1 520 567 512 508 527 511 362 
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A Study on Generalization Ability of Artificial 
Neural Network using Fahlman and Lebiere's 
Learning Alogorithm 
Construction of High-Oeder Correlation Asso 
ciative Memory with Novel Retrieval Cost 
Performance 
On Minimal Size， Convergence Speed and 
Generalization Ability of Backpropagatio日
Trained Heterogeneous Neural Net 
Network Synthsis 且ndGeneralization Prop-
erties of Artifcial Neural Net using Fahlman 
and Lebiere's Learning Algorithm 
Novel Noise Filtering Ability of Heterogeneous 
Five Layered Neural Network Trained Identity 
Mapping using BP Algorithm 
63 
Artificial Neural 
N etwor ks 2， 1.Alek 
sander and J. Taylor 




Proceedings of IEEE 
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Proceedings of IEEE 
35th Miswest Sympo 
sium on Circuits and 
Systems， 
MWSCAS'92， Wash 
ington D. C.， USA 
Proceedings of IEEE 
35th Miswest Sympo-
sium on Circuits and 
Systems， 
MWSCAS'92， Wash 













































































Generalization Ability of Artificial Neural 
Network using Fahlman and Lebiere's Learn 
ing Algorithm 
On Cascaded Artificial N eural N etwork 
Architecture 
A Cascaded Artificial N eural Network 
Architecture with Novel Robustness 
Incremental Learning and Generalization Abil 
ity of Artificial Neural Network Trained by 
using Fahlman and Lebiere's Learning AIgor. 
ithm 
Further Cross Talk Reduction of Associative 
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IEICE Transaction of 
Fundamentals on 
Electronics， Com-
munication and Com 
puter Sciences， ]apan 
Proceedings of IEEE 
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Applicability of Acoustic Tomography Tehni 




































































































































ference for Pacific 
Ocean Environments 
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A Basic Consideration for Remote Sensing us-


























































































































































( 6 ) 
正立ち
"(1992) 
Proceeding of the 
NIPR Symposium on 
Polar lvIeteorological 
and Glaciology 
On the Estimation the Precipitation Rate by a 
New Analyticallv1ethod for lvIeteorological 








lvIakoto W ADA 
(国立極地研)

























































































The 4 th Interna 
tional Meeting on 
Chemical Sensors， 
Septem ber 13-17， 
1992， Tokyo， ]apan 
Determination of Chemicals Using Biosensor 



















































































































































































J. Phys. Soc. Japan 
Boltzmann equation analysis of electron 






Y. NAKAO and 
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Spectroscopic and Image Intensified investiga 












Proc. 10th Int. Conf. 
on Gas Discharges 
and Their Applica 
tions (Swansea: UK) 
Computer simulation study of correspondence 
between experimental electron drift velocities 
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Quantum IEEE J 
Electron 
Piezoelectrically Induced Optical Phase Mod-











Reports on Progress 
in Polymer Phy、SlCS
in Japan (RPPPJ) 
Ultrasonic Attenuation and Velocity Disper 

















How Metallic Electrodes Affect Phase Sensi-

























































































































Electrical Properties of Fe-Based AIIoy Films 











































































Structure and Mag配 ticProperties of Fe/Pb 
Multilayered Thin Films 
Magnetic property and Structural Changes in 
Fe/Cu Multilayered Films by Heat Treatment 
電着法による Fe基合金(Fe-Pb，W)薄膜の作
製とその構造




























The First International 
Symposiom on Metallic 
Multilayers 
The First International 

























HASHIMOTO Metabolic responses of chicken embryos and Respiration Physiol 88 Shin-ichi 37-50 






Blood O P(I Gessure and heart ) rate of cIBECK 1 Yukio embry allus domesticusJ within the egg: Comparative Phy- 80-96 HASHIMOTO siology 




Satoshi Embryonic heart rate of the domestic fowl Comparative Bioche. 10lA YAMAGUCHI 
Masatoshi (Gallus domesticus) in a quasiequilibrium mistry and Physiolo- 百"3-108












Hiroshi International Joint TAZAWA Tolerance of developing avian embryos to 
MeetinAg SoZ f the SEB， Hiroshi ONO variations of ambient temperature-Noninva- APS， ASZ and CSZ 1992.8.11 Wataru sive assessment (Cambridge. England) WATANABE 
Hiroshi International Sympo-TAZAWA 
Wataru Simple. noninvasive techniques to measure sium on Current Trends 1992.8.12 
羽TATANABE embryonic heart rate of birds 1n AVIadn geE) gg BIology 
Hiroshi ONO (Ca帥 n
International Sympo 
Hiroshi sium on Respiration 
TAZAWA Noninvasive long.term determination of in Health and Dis- 1992.8 羽Tataru ease: Lessons from 
WATANABE embryonic heart rate in birds Comparative Phy- 16-20 






Masayuki Simple， noninvasive system for measuring the Med1cal&B10loCg1ocmal - 31 
TAKAMI heart rate of avian embryos and hatchlings Engineering & T29-134 










Frequency domain behaviour 01 CoupledφLine 

















On the realization 01 resisli vely matched three-
ports and the ramp-wavelorm responses 01 resis 
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Remote Sensing Satellite Image Oata Restora 





The 5th Sino-Japanese 
International Confer 
ence on Computer Ap 
plications， 
A Two-Oimensional Histgram of Pixel Value 




































































































































































































































































































Proceedings 01 the 
Third Symposium on 




Fabrication 01 Fine Needle by Use 01 Electron 

































安佐中 藤根達 英 樹章洋


























Magnetic Sensors using Doped Oxide Super. 
conductors 
Fabrication of Fine Needle by Use of Electron 




Magnetic Sensors using Doped Oxide Super. 
conductors 
Superconductivity in 2 H.Tas， 
Electrical and Thermal Properties in Thios. 
pinel CuV 2 S 4 










The 7th Internationai 
Coference on Solid 
State Sensors and 
Actuators 
(Transducer '93) 
Proceedings of the 
Third Symposium on 
Beam Engineering of 







The 7th International 
Coference on Solid 
State Sensors and 
ActuatOl・s
(Transducer '93) 
Proc. Int. Workshop 
on Electronic Prop 
erties and Mechan 




1. Phys. Soc. Jpn. 



















61 (1992) 7 
2597-2598 
61 (1992) 8 
3011-3012 
53(1992)10 
1259司12631. Phys. Chem. Solids Superconductivity in the Layered Compound 








62 (1993) 1 













































































































































































Japanese Journal of 
Applied Physics 
Efficient optical phase conjugation in methyl-


























































national forum on 
New aspects of non 
linear optics and 
optical processing 
A spatiallight modulator by using a methyl-










Third OITDA inter 
national forum on 
New aspects of non-
linear optics and 
optical processing 
Phase fluctuation of phase-conjugate wave 






































Observation of Electric Properties of Neody-
mium Nitrate Crystal by Successive Measur-
ments of AC Conductivity_ 
R. Kawashima 










































Study on nonlinear and nonequili bium phe 
nomena of samarium nitrate crystal by 


















1992. 4 . 2 AINの温水による水和反応





1992. 4 . 2 日本金属学会 1992年春季大会
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39(1992) 
p.546-552 粉体および粉末冶金


















NACE Proc. 1st 
Asian Conf. 
Improvement of Corrosion Resistance of Steel 
Bar for Concrete Reinforcement by Al Diffu-
sion Coating 
S. Hirai 

















































































































1992. 9 .30 
1992.11.9 第 24回溶融塩化学討論会LiF.NdF 3および LiF.NdF32成分系溶融塩中における金属 NdおよびPrの溶解挙動
????????
























































佐金嶋 藤沢影 忠和 夫肇宜 Al 2 0 :l/TiB 2複合材料の HIP焼結 第基31礎岡科セ学ラ討ミックス ヨロ間AメZミ" 1993. 1 .28 
嶋佐 影藤 手忠次口 宜
石回 夫目1






Toru YOSHIDA International Con. Shigeyuki Effect of the Transition Metal Substitution on ference on Strongly MURAYAMA 1992.9.9 
Kensuke HOSHI 
the Metamagnetic Property in CeRu 2 Si 2 Correlated Electron 







Hideaki International Con. TAKANO μSR Study of Ce (Ru 1 -xRhxl 2 Si 2 Heavy ference on Strongly Kensuke HOSHI 1992. 9 . 8 










NAKA International Con. 










Ken.ichi International Con. 





森村小保 志尾田山 倣祐茂賢 二
(東北大幸介久) 
アモルファス合金HfI 'xTaxFe 2の熱膨張 日本物年理秋学の会分1992 科会 1992.9.26 
87 















































¥T992) J. Phys. Soc. J pn 
Magnetic and Mossbauer Study of Sputtered 

















11.35 (1992) UT.MSL Newsletter μSR Study of Heavy Electron Ce (Ru 1 





































































































































































1 'th International 
Conference on Ground 
Control in Mining Pro 
ceedings 
Application of DDM to Some Rock Pressure 
Problem in ]apanese Deep Coal Mines 
後
佐
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Effect of Nb on Intergranular Precipitation 
Behavior of Cr Carbides in N .Bearing Au. 























Journal of Nuclear 
Materials 
Small Specilmen Test Techniques for the Eva. 






































































































L. A. Charlot 


















































































Proc. of the 4 th Int 
Symposium on Adv. 
anced Nuclear Energy 
Research 
Eval uation of Toughness Degradation by 
Small Punch (SP) Tests for Neutron Irradi 












































































Journal of Mognet. 




Hyperfine Field at the Cu (1) and the Cu 
(2) Sites of the Amtiferromagnetic YBa 2 







菖 Vol. 34 
23-27 (1992) 



























7 th Intern. Symp. 






Alkylation of Benzene with propene on Si.and 
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1993. 3 .29 














新菖 谷蒲 龍明 二己 T酸iO化2還に元添挙加動しのたX金P属Sに元素よるの観電察荷状態と Tiの 季日年本会化学会第 65春 4F 2 -36 1993-3 -31 
菖内 蒲田 浄明 孝己 XPSによる UHV下の Bi-Mo複合酸化物表面 季日年本会化学会第 65春 4 F 2 -43の酸化還元挙動 1993-3 -31 
M. Sugioka Activity Enhancement of MeNaA Zeolites by Proc. of 9 th Intern， 
他 2名 suIfiding with Hydrogen SuIfide for Acid争 Zeolte Conf 1992.p.493 Catalyzed Reactions 
杉岡正敏 高活性脱硫触媒の開発 表面 31J11 百72(1992) 
M. Sugi()ka Enhancing Effect of Hydrogen SuIfide for Proc. 3 rd Intern， 
他 3名 Cracking of n-Hexane over Alkali and Alka Conf. on Spillover 1993，p.365 line Earth Metal Zeolites 
杉岡正敏名 釧路産ゼオライト岩とその利用開発 研北海究道会応論文用地集学合同 No.4，77 他 6 (1992 
杉岡正敏名
他 1 天然ゼオライトの表面改質による高機能化 資大源会論・素文材集学会秋季 p.14 (1992) 
M. Sugioka Enhancement of Catalytic Activtils of Natural Proc. 4 th Intern 1993.in 
他 3名 zeolites by Modification with Ammonium Salt Conf. on Natural Press Solutions Zeolites 
杉岡正敏 Ca硫tal黄ytのics関S与ulfすurるC触he媒mi化st学ry ベトロデイック 百169(4))，358 93 
杉岡正敏 高活性ゼオライト系脱硫触媒の開発 ゼオライト 10 ( 3) ， I993， 
M. Sugi()ka Preparabon of HIghly C Active Zeoite based Extended Abst. 4th J apan-Korea Symp. P. 53 (1993) 他 3名 Hydrodesulfuri zation Catalysts on Catalysis 
M. Sugioka Catalytic Activities of Zeolite-Supported Proc. Intern. Conf 1993.in 
他 3名 Nobel Metals for Hydrodesulfurization of on Advanced Mate Press Thiophene rials 
M. Sugioka Activity Enhancement of Men十 /SiO2 kata Proc. Intern symp 1993，in 
他 2名 lysts by Sulfiding with Hydrogef Sulfide for on Acid-Base press 
Acid-Catalyzed Reactions CataLysis 
M. Sugioka Shape Selective Isomeri zation of 1 -Butene Extended a bst. on 1993 
他 3名 over Sulfided CdNaA Zeolites Intern. Zeolite symp. p.152 
Activity Enhance ment of Metal Ion-Contain Critical Reviens in 1993 M. Sugioka ing catalysts by Sulfiding with Hydrog en sul- Surface Chemisty m press fide 
杉岡正敏 天然ゼオライトを高活性触媒に 日本工業新聞 1992，12.11 
杉岡正敏名 触水素媒化の前お処よ理び水と活素性化脱硫反応に対する MoS2 石油学会 第(東35京四)年会他 1 1992，5.13 
杉同正敏名 MoS水2触素媒ので影、の響炭化水素の反応に対する共存 石油学会 第(東3京5閏)年会他 3 硫化 1992.5，13 
杉岡正敏名 鉄硫黄系触媒の表面特性 部日本大化会学会北海道支 (苫小牧)他 2 1992.7 ，31 
杉岡正敏名 f果F持金属イオン触媒に対する硫化水素処理効 部日本大化会学会北海道支 (苫小牧)
他 2 1992， 7 .31 
杉岡正敏名 脱硫触媒における担体の影響 部日大本化会学会北海道支 (苫小牧)他 2 1992.7 .31 
94 
M. Sugioka ActivIty Enhancement of MeNaA Zeolites ibdy - 9 th Intern. Zeolite C(ManoandtaH) eal 
他 2名 Sulfiding with Hydrogen Sulfide for Ac Conf. Catayzed Reactions 1992.7.10 
杉岡正敏名 天然ゼオライトの表面改質による高機能化 資AZミ、原素材学会秋季大 (札幌)他 1 1992.9.30 
杉岡正敏名 ゼオライト触媒の硫化処理による高機能化 日本化学会秋季年会 (新潟)他 2 1992.10.4 
杉岡正敏 高活性ゼオライト系脱硫触媒の開発 第10回環境触媒フ (東京)他 2名 ォーラム 1992.10.29 
杉岡正敏 ゼオライト担持貴金属触媒の水素化脱硫活性 石油学会秋季大会 (山口)他 2名 1992.11. 9 
杉岡正敏 天然、ゼオライトの表面改質による高活性触媒 集発8表回会ゼオライト研 (東京)他 3名 への変換 1992.12.1 
地球触環媒(招境イ待改学講善シ演のン) ため (札幌)杉岡正敏 脱硫触媒上での反応機構と活性向上 の ポジ
ウム 1993. 1 .13 
杉岡正敏名 MOS2上での共存硫化水素の反応促進作用機 品交芸学会北海道支 (札幌)他 3 構 1993.2.3 
杉岡正敏 シリカ担持金属イオン触媒に対する硫化水素 部日本大化会学会北海道支 (札幌)他 1名 処理効果 1993.2.3 
杉岡正敏名 担持Rh触媒の脱硫活性一一担体の影響 部日本大化会学会北海道支 (札幌)他 3 1993. 2 . 3 
杉岡正敏名 Fe.O系触媒に対する硫酸根の添加効果 部日本大化会学会北海道支 (札幌)他 2 1993. 2 . 3 
杉岡正敏名 郵1路産ゼオライト岩とその利用開発 研北海究道会応用地学合同 (札幌)他 6 1993.2.22 
杉岡正敏名 シリカゲル担活性持金化属イオン触媒の硫化水素処 日本化学会春季年金 (東京)他 1 理による高 1993.3.29 
星田 野中 行裕 男人 パラジウム触媒によるエキソ型からエンド型 季日年本会化学会第 64秋
(新潟)
への三重結合の転移反応 1 A602 竹野 昇 1992.10 
大嶋尚士 ゴニオトキシン類の高速液体クロマトグラフ 道日本支部農芸講化演学会会北海 1992.7.15 菊池慎太郎 イーによる定量
微生物による海洋毒物の分解 員室籍法芸会北海 1992.10.3 
大菊 嶋池 慎尚太士郎 パラミロン含有ユーグレナ投与による海洋毒
1日99本3年農度芸大会化学会 1993.3.31 林 雅弘 物発生の防止
(ハリマ化成筑波研)
福平 本原 芳水 紀暁 結核菌における鉄の蓄積 日9本3年農度芸大化学会 1993.3.31 
菊池慎太郎 19 会
Shintaro A Possible Mode of Action of Isoniazid on IUMS Congress : 
KIKUCHI Mycobacterium tuberculosis BCG. BMayctoelnogly ogy& 1992.10.20 
Shintaro International Sympo 
KIKUCHI Fatty Acids Synthesis by Actinomycetes. sium on Actionmy. 1993.2.2 
cetes 
95 
Vol. 33 ( 3) 
223-230 
(1992) 
Journal of Food 
Hygieni Soc 
Decrease of Shellfish Toxins during the Cul-
















try and Biophysics 
?





































nology & Biochemis← 
try 
Purification and Characterization of 
Metallothiein-Like Zinc-Binding Protein of 



































nology & Biochemis 
try 
Production of a .Amylase by an Immobilized 






































































































































































1992. 7 .24 
i青
??????
1992. 7 .24 化学工学会室蘭大会研究発表講演要旨集



































































































ence on Differential 
Geometry and its Ap 
plications 
(held by Tensor Soci・
ety and Romanian 
Academy) 
Lie Derivatives in Spaces with Areal Metrics. 
























































































































































Fatigue of Concrete Composed of Blast Furザ
















10th ST. Cong 
ASCE 
A Determination of Moment-Rotation Curve of 
Connection with Angles 
キ召
N. Kishi 
W. F. Chen 
(Purdue 
Univ.) 

































Proceedings of the 
10th World Confer-
ence on Earthquake 
Engineering 
Seismic Analysis of a Continuous Under 
ground Deep Wall 
岸
S. G. Nomachi 
(Nihon Ur山)
K. G. Matsuoka 
N. Kishi 
K. Kohari and 
M. Takahashi 












岸菅 田 紀徳 之光 土文集木学会構造工学論
vol.39A 
衝撃荷重載荷による矩形梁の動的応答倍率 p1p9 .1501-1511 
93.3 






岸松能 岡 一 四辺単純支持PC床板の衝撃載荷実験 p1p9 .1621-1630 93.3 
町(日本純大学雄) 
川村F(三暗宗唱z雄a 鉄筋およびAFRPロッるド実で験補的強研し究たRCスラ 土文木集学会構造工学論 vol.39A p1p 9 16311644 プの耐衝撃挙動に関す 93.3 
岸松 岡井徳健建 一
H. Mikami 
(Mitsui Const.) Proceedings of the 
M. Kato P19P922.91-1 234 
(Mitsui Const.) lmpact Resistance of Concrete Slab Rein lnternational Sympo 
T. Tamura 
forced with Braided AFRP Rods sium on lmpact En→ 
(Mitsui Const.) gmeenng 
N. Kishi 
N. Kishi Proceedings of the N. Sugata p19p9.24.11 246 K. G. Matsuoka The Behavior of Reaction Forces of Simply Internatlo n aiSY7t ElEpn o 
S.(G N NORIacf11 
Supported RC Beam under lmpact Loading sium on lmpact En. 
ihon Univ.) gmeenng 
o. Nakano 
(H. D. B) Proceedings of the 
p19p9.72.51 729 N. Kishi Developement of 3 .Layered Shock.Absorb. lnternational Sympo. 




立藤里健 量 影ずー響剛結剛骨組の力学挙動に及ぼす形状指数の 平告会北成集海4年道度支部土論木文学報 第49号
p19n913 11116 
松小室岡 一人 .2 
A Consideration on Steel Frame Classification 平会成北海4年道度支部土論木文学報 第49号




半剛結剛骨組の断面設計法に関するー検討 p19p9132.32 -128 
R. Hasan 
工藤正彦





































































































































































































































































































































安中 藤 土紀徳智木I研Z之修光ヰ) 年概土次要木学集学術会講第演1第部会4講7演回(開野発 落石覆道の衝撃応答性状に関する理論的・実 p1p 9 1142-1143 
菅序山 田
験的検討 92.9 







菅岸中 由 紀徳研之修光) 獲[構造物の耐衝撃設計計算に関する簡易手 概土年次要木学集学術会講第演l第会部4講7演回 p1p9 1146-1147 
(開野l崎発土木 法の一試案 92.9 
尾誠
金 (子道開発ぷ防学) 
中(開野発土木 美幌覆道における敷砂緩衝構造の性能実験 土年次木学学術会講演第会4講7演阿 p1p9 11481149 
今岸(開野発土徳久木M志光) 
概要集第 1部 92.9 
西(開発土弘木研研修明) ) 
概土年次要木学集学科会I講第演1第部会4講7演回中野 RCスラブを芯材とする三層緩衝構造の緩衝 pp.l102-1103 (開発土木研 効巣 1992. 9 
岸背 田 徳紀 光之
三(専上修道敬短大司) 
概士年次要木学集学術会講第演1第会部4講7演同
p1p 9 1116-1117 
岸松能 町岡 本徳健純大 光一会
RCおよびPC床板の王室錘落干衝撃挙動 92.9 
(日 学雄) 
T. TSUCHIYA Differential Settlement of Multistoried Build EASEC-3 ， 1991. 4 ings on Poor Ground Shanghai 
後藤延明 軟弱埋Jf..地盤に建設される構造物の挙動解析 日本建i寅模築学集会大会学 1992. 8 土屋 勉 術講 概













大 茂照 研究 No.66 
後藤延明 軟弱多層地盤に建と抗設される構1t造物1ll~の沈下過程 日本究建報告築学集会北海道支部 1993. 3 土犀 勉 解析群抗効果 支持条の響 研 No.66
土屋 勉 臨海開立地に建設される構造物の沈下解析 噴火湾研究 NO.1 1993. 3 
矢野林 隆 繰り返しクベ衝レル撃ベの音ル影の，響や継一か続ま時しさ
48 (6) 
小 朝人 ーピ一 間. background-to- 日本音響学会誌 403-411 
泉 清人 peakレ 1992 
104 
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日本建築学会計画系
論文報告集
A survey on community response to road 















Proc. of 1 stInterna 
tional Symposium on 
Room Air Convec 
tion and Ventilation 
Effectiveness 
Basic Study on Multi.Ceiling.Slots System for 






Proc. of 1 stInterna 
tional Symposium on 
Room Air Convec. 
tion and Ventilation 
Effectiveness 
Bahavior of Compuund Convections from a 
Vartical Cool Surface and from a Convector 





































































































The Development of a Test Equipment for 
Measuring Pavement Skid Resistance Based 
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The Development of U rban Infrastructures 

















































文献紹介 fAirport and Economic Develop-
ment : An Overview J 
文献紹介 fLackof Airport Capacity : Ex-







Introducing Panel Analysis in the Study of 
Travel Behavior in Metro Manila 
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Transactions of the 
J apan Concrete In 
stitute 
A Survey of Dimensional Inaccuracy on R/C 
















































































Transactions of the 
J apan Concrete In 
stitute 
A Method of Estimating Additional Deflection 
of R/C Floor Slabs due to the Elongation of 































工平第学成36部5号門.(3機)械杉岩野井目 総 章児 とフェンスによる騒音防止に関す
会日本論文産集業技術教育学
安芸義信 歩の行3)者空間の景観分析手法に関する研究(そ 支日部本研建究築学報告会北集海道 6(6.9 509-512 1993) 
自Ef2量5 可動斜板堤による 3次元波浪変形特性 土演木会学会年次学術講 1992年
酒 井(大成雅建 9月30日
古近薄 藤i木事 琢倣彰 郎範嗣 形可動実斜験板堤式消波堤設置による 2次元海浜変 語学会年次学術講 1992年9月30日
Z事iEl撰i 3 防波る堤取兼得用エ型波浪エネルギ一変換考システムに 主主学会年次学術講 1992年よ ネルギー・コストの察 9月29日
Kondo. Hideo 
Watabe， Tomiji 
5O(H1sogakinkoak問ilad，o -SIDecnhf-zei rlo p Application of The New Cost Analysis to Proc.of 2 nd 5 World Renewable Wave Power Extraction at Breakwater Energy Congress.， 2829-2833 
Ozawa Sa(kCaPe C) 
i近甫(苫藤島小牧倣三高専郎) 振の動推定流実と験消波によるスリット壁のCoおよぴCM 海岸工学論文集 39 (2) 設計への応用 731-735 
霊童倣豊富 39 (2) 
杉山 上岡 f佳一青 全天候パースにおける空気流動の特性 海岸工学論文集 1061-1065 
近酒山 藤井陰(大成倣正雅建設博郎史) 可規動則斜波板実堤験による波浪制御に関する 3次元不 土論文木報学告会北集海道支部 49， 735-738 
浦近(苫藤烏小牧倣三高専郎) 不波規浪則変波形におけるスリット壁型消波構造物の 土論文木学報告会北集海道支部 49， 731-734 
近本喜中テ 倣郎二 清則 一
回(日 トラポッ男ド)
設噴計火湾に及関すび胆る振研海究岸地盤の動力学挙動と防災 室蘭工ター業研大究学報C告RD セン 3， 1 -15 
i ?El 可実動験斜板式消波堤設置による 2次元海浜変形 噴火湾研究 1， 1-8 
穂吉上 積回田 浩英 伸準樹 2階床直接j戸過に関する基礎的研究 土次学木術学講会演第会47回年 1992. 9 
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Properties (Proc. 3 rd 
Asian Thermophysical 
Properties Conference) 
， International Pub. 
lisher 
Thermal Conductiuity of Foams by Transient 





Shinzo NITT A 
(日野自動車)







nomena， Science and 
Technology， Higher 
Education Press 
Heat Transfer Characteristics of Foams Flow 
























































































































































































Proc. of the 6 th 
Int. Symp. on Flow 
Visualizatio[l 
Visualization of a Pseudo-Shock Wave in a 































































































































AIAA 4 th Int. Aero. 
space Planes Conferece 
Penetration and Mixing of Bubbling Liquid 
Jets from Mu1tiple Injectors Normal to a Su. 
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Numerical Simulation of Solid f10w Based on 




































































































Journal of Nuclear 
Materials 
Pumping Experiment of Water on B and LaB6 































Thermal Conductivity Measurement of Foams 
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R-11 Bubble Motions due to the Flashing 
























































































Oct.， 1992 Society of Auto mobile Engineers 
Comparative Investigation on Fuel Feed 



















Society of Auto 
mobile Engineers 
Step Response of Engine Torque and Speed to 





















































The 2 nd JSME 
KSME Thermal En. 
gineering Confer. 
once 
COMBINED FREE AND FORCED LAMINAR 
CONVECTIVE HEA T TRANSFER FROM A 
VERTICAL PLATE WITH DISCONTINUOUS 





























Thermal Conductivity Measurement of Foams 





















Proceegings of the 嘘
International Congress 
on Experimental 
Mechanics， Las Vegas， 
USA 
温度勾配のある不溶性多層液体の混合実験
Dynamic Behavior of Rectangular Plates sub. 










Proceedings 01 the VI 
International Congress 
on Experimental 
Mechanics， Las Vegas， 
llSA 
Dynamic and Static Behaviour 01 Circular 









Proceedings of the 
International Sympo-
sium ou Impact En-
gineering， Sendai， 
JAPAN 
Fracture Patterns of Triangular Plates sub-

















































1992. 9 . 2 
The 3 rd Internation-




Effect of N aCl concentration on corrosion be-
hevior of Al -Fe alloy (1992)， 441 
(1992) 
paper 190 
Advances in Corro 
sion and Protection 
(Manchester， UK) 
A material design procedure for pit -resist-














































action of JIM 
アルミニウムの孔食挙動におよぼすアノード
/カソード面積比の影響
Formation and decomposition of Mn十 N









Proceedings of 13rd 
ITSC'92 伯rlando
USA) ASM Interna 
tional 
Bonding of sintered al umina and metals with 
















A polarized technique by an increase of 
cathodic area of detecting pitting attacks in 








Effect of silicon content on the corrosion of 





















Development and Application of Austempered 






























































































































































松 1992. 8 .29 
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H 2 SO， -NaCl 溶液中における 304鋼の粒界
腐食におよぼす予定の影響
Al拡散被覆した Ni:lAlおよびNi3 SiのNa





































































D & D Conference 
Design Methods of 
Control Systems : 
IF AC Symposium 
(Pergamon : Pr.) 
周期外乱除去オブザーパとサーボ系への応用
Design of Variable Structure Control Systems 
with Internal Models 
120 
H. HIKITA 

























1993. 1 .30 
日本機械学会
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1993. 1 .30 
1992 
839~846 
Proceedings 01 the 
1992 International 
Compressor Engineer. 
ing Conference at Pur. 
due 
Development of High Efficiency Rotary Com 

























































































































1992.6 .19 第 88回日本正刷学会春期研究発表会
SCIDを用いた印刷画像の官能的有効
有効ピット長の定量化
































































2nd Int. Conf 




Measurement of blood flow volume in retinal 
vessels using bio-speckle phenomena 












































相 1993.1 .29 計測自動制御学会北海道支部講演会
??? ?? ? ??????? ?
???????
藤
湯 1993. 1 .29 計測自動制御学会北海道支部講演会高感度水準器の温度制御
? 、 ? ????
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Science and Engineering 
Nov.1993 
Electromagnetic Analiysis of circular Taper waveguide 
Using Finite Element Method 
Whole No.43 
. Takaomi om、aSHI，Toshikazu KUROSHIMA， and Ichiro SUGIOKA 1 
Permeability of Hydrogen and Ion Emission Curr巴ntCharacteristics of Palladium Needle 
Tsutomu TERAOKA， Hideaki NAKANE and Hiroshi ADACHI 19 
Development of Real-Time Geophysical Prospecting Equipment for the Frozen Ground 
. Kunio KAWAUCHI， Akira MUTO， Noritoshi GOTO， Masazou TAKAMI， Toru WAKE 31 
Other Achievements Studies for 1992 by Professor in this Institute ... ..... ... .. .. ... 61 
平成 5年1月25日印刷







TEL (lti 22-8308 
